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資
料
紹
介

三
浦
（
堀
田
）
綾
子
の
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
掲
載
歌

田

中

綾
・
池

田

和

利

キ
ー
ワ
ー
ド

三
浦
綾
子
、「
ア
ラ
ラ
ギ
」、
土
屋
文
明
、『
道

あ
り
き
』、『
こ
の
土
の
器
を
も
』、
歌
集
未
収
録

今
年
は
、
三
浦
綾
子
の
代
表
作
『
氷
点
』
発
表
か
ら
五
〇
年
目

に
あ
た
る
。
三
浦
綾
子
記
念
文
学
館
で
の
記
念
事
業
や
、
北
海
道

文
学
館
で
の
特
別
展
な
ど
も
開
催
さ
れ
、
世
代
を
超
え
て
三
浦
作

品
が
読
み
継
が
れ
て
い
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
実
感
し
て
い
る
。

作
家
デ
ビ
ュ
ー
以
前
の
創
作
活
動
で
あ
っ
た
短
歌
に
つ
い
て
、

公
益
財
団
法
人
北
海
道
文
学
館
編
『
資
料
情
報
と
研
究

２
０
１

３
』（
二
〇
一
四
年
三
月
）
に
、
田
中
綾
「
三
浦
（
堀
田
）
綾
子
の

短
歌
｜
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
土
屋
文
明
選
歌
の
考
察
」
を
執
筆
し
た
。

そ
の
直
後
、
三
浦
綾
子
の
単
行
本
未
収
録
エ
ッ
セ
イ
四
一
篇
を
収

め
た
『
ご
め
ん
な
さ
い
と
い
え
る
』（
小
学
館
、
同
年
）
が
刊
行
さ

れ
た
。
そ
こ
に
は
、
短
歌
に
関
す
る
エ
ッ
セ
イ
も
収
め
ら
れ
て
お

り
、
偶
然
の
こ
と
と
は
言
え
、
三
浦
綾
子
の
短
歌
を
考
察
す
る
好

機
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
。

三
浦
綾
子
の
短
歌
の
研
究
に
つ
い
て
は
、上
出
恵
子
氏
に
よ
る
、

「
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
会
々
報
」発
表
の
短
歌
の
調
査
が
何
よ
り
も
大
き

な
業
績
で

１
）

あ
る
。
そ
の
労
作
を
補
う
か
た
ち
で
、
本
稿
で
は
、
地

方
組
織
で
あ
る
「
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
会
」
の
母
体
で
あ
っ
た
「
ア
ラ

ラ
ギ
」
本
誌
掲
載
の
短
歌
を
資
料
と
し
て
提
示
し
た
い
。

「
ア
ラ
ラ
ギ
」掲
載
歌
は
、
一
九
四
九
年
か
ら
六
一
年
ま
で
の
全

一
七
八
首
で
あ
る
。
当
初
は
旧
姓
「
堀
田
綾
子
」
で
の
掲
載
で
あ

り
、
一
九
五
九
年
一
〇
月
号
掲
載
作
か
ら
、
結
婚
後
の
「
三
浦
綾
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子
」
名
と
な
っ
た
。

の
ち
、
こ
れ
ら
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
掲
載
歌
は
、
三
浦
光
世
氏
と
の

合
同
歌
集
『
共
に
歩
め
ば
』（
聖
燈
社
、
一
九
七
三
年
）
に
ま
と
め

ら
れ
た
が
、こ
の
度
の
調
査
で
、歌
集
未
収
録
の
作
品
が
八
首
あ
っ

た
こ
と
が
わ

２
）

か
っ
た
。

ま
た
、
自
伝
的
小
説
で
あ
る『
道
あ
り
き

青
春
編
』（
主
婦
の

友
社
、
一
九
六
九
年
）
に
も
自
作
短
歌
が
四
三
首
引
用
さ
れ
て
い

る
が
（
う
ち
三
首
は
二
回
ず
つ
引
用
）、
そ
の
中
の
二
〇
首
は
「
ア

ラ
ラ
ギ
」
掲
載
歌
で
あ
る
（
う
ち
二
首
は
二
回
ず
つ
引
用
）。

そ
の
続
編
に
あ
た
る
『
こ
の
土
の
器
を
も

道
あ
り
き
第
二

部
／
結
婚
編
』（
主
婦
の
友
社
、
一
九
七
〇
年
）に
も
、
自
作
短
歌

が
一
一
首
引
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
の
九
首
が
「
ア
ラ
ラ
ギ
」

掲
載
歌
で
あ
る
こ
と
も
確
認
で
き
た
。

小
説
引
用
に
際
し
て
の
異
同
は
本
稿
で
は
示
さ
な
い
が
、
い
く

つ
か
の
異
同
が
あ
る
こ
と
は
、
前
出
の
拙
稿
「
三
浦
（
堀
田
）
綾

子
の
短
歌
」
で
も
ふ
れ
て

３
）

い
る
。

以
下
、
資
料
紹
介
と
な
る
が
、
歌
番
号
は
便
宜
上
の
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
初
期
作
品
は
「
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
会
々
報
」
及
び
、
誌

名
変
更
後
の
「
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
会
報
」「
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
月
報
」
掲

載
を
初
出
と
す
る
も
の
も
あ
り
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
併
記
し
、

異
同
を
傍
線
で
示
し
て
お
い
た
（
旧
字
・
新
字
の
異
同
に
つ
い
て

は
特
に
ふ
れ
な
い
）。
な
お
、「
ア
ラ
ラ
ギ
」
本
誌
で
は
選
者
に
よ

る
添
削
が
慣
例
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
の
異
同
で
あ
る

可
能
性
も
あ
る
こ
と
を
付
言
し
て
お
き
た
い
。

「
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
会
マ々マ

報
」
第
一
号
（
発
行
年
月
日
不
明
）

夜
半
に
帰
り
て

着
に
も
更
へ
ず

る
吾
を
こ
の
頃
父
母
は
咎

め
ず
な
り
ぬ

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
〇
年
二
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

１
・
夜

に

り
て
衣
服
も
更
へ
ず

る
吾
を
此
頃
父
母
は
咎
め

ず
な
り
ぬ

※
の
ち
、『
道
あ
り
き
』
一
五
章
で
引
用
。

「
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
会
報
」
第
四
号
（
一
九
五
〇
年
一
月
二
八
日
）

凍
り
た
る
蜜
柑
を
口
に
含
み
居
れ
ば
俄
か
に
熱
き
泪
溢
れ
來
ぬ

フ
オ
ル
マ
リ
ン
の
匂
ふ

に
着
更
へ
つ
つ
心
素
直
に
な
り
て

行
き
た
り

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
〇
年
四
月
号

其
二

土
屋
文

４
）

明
選
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２
・
凍
り
た
る
蜜
柑
を
口
に
含
み
居
れ
ば
俄
か
に
熱
き

溢
れ
來

ぬ

３
・
フ
ォ
ル
マ
リ
ン
の
匂
ふ

に
着
更
へ
つ
つ
心
素
直
に
な
り

て
行
き
た
り

※
３
は
の
ち
、『
道
あ
り
き
』
二
一
章
で
引
用
。

「
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
会
報
」
第
六
号
（
一
九
五
〇
年
七
月
一
〇
日
）

病
む
君
が
三
日
か
か
り
て
書
き
呉
れ
し
葉
書
に
あ
ゝ
冗
談
な
ど

も
書
い
て
あ
る

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
〇
年
七
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

４
・
病
む
君
が
三
日
掛
り
て
書
き

れ
し
端
書
に
あ
あ
冗
談
等
も

書
い
て
あ
る

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
〇
年
一
〇
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

５
・
乾
パ
ン
を

べ
る
自
炊
生
活
も

し
き
を
歌
に
詠
へ
ば
佗
し

げ
と
な
る

「
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
会
報
」
第
七
号
（
一
九
五
〇
年
八
月
二
〇
日
）

い
つ
の
日
か
逢
ふ

あ
ら
む
片
目
細
め
る
表
情
も
俄
か
に
悲
し

き
も
の
と
な
り
ぬ

（
異
同
な
し
）

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
〇
年
一
一
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

６
・
い
つ
の
日
か
逢
ふ
事
あ
ら
む
片
目
細
め
る
表

も
俄
か
に
悲

し
き
も
の
と
な
り
ぬ

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
〇
年
一
二
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

７
・
吾
が

を
く
す
べ
し
匂
ひ
滿
て
る
部
屋
に
あ
あ
耐
へ
難
く
君

想
ひ
を
り

「
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
会
報
」第
一
〇
号（
一
九
五
〇
年
一
一
月
一
二
日
）

二
月
九
日
霧
が
流
れ
ゐ
し
夜
の
こ
と
吾
程
憶
え
て
ゐ
て
は
下
さ

ら
ぬ
君

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
一
年
一
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

８
・
二
月
九
日
霧
が
流
れ
居
し
夜
の
こ
と
吾
程
覺
え
て
ゐ
て
は
下

さ
ら
ぬ
君

「
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
会
報
」
第
一
一
号
（
一
九
五
〇
年
一
二
月
三
日
）

カ
ル
テ
一
杯
に
ド
イ
ツ
語
を
書
き
な
ぐ
る
こ
の
医

も
熱
発
の

原
因
を
語
り
て
呉
れ
ず
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「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
一
年
二
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

９
・
カ
ル
テ
一
杯
に
獨

語
を
書
き
な
ぐ
る
此
醫
師
も
熱
發
の
原

因
を
語
り
て

れ
ず

「
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
会
報
」
第
一
三
号
（
一
九
五
一
年
二
月
一
一
日
）

自
か
ら
辿
り
行
く
過
程
か
吾
が
歌
を
批
評
し

る
る

も
稀
ま

れ
と
な
り
し
君

朝
霧
に
馬
鉄
の
ひ
づ
め
が
聞
え
来
て
君
の
張
り
あ
る
笑
ひ
声
も

ゆ

（
異
同
な
し
）

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
一
年
五
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

10
・
自
ら
辿
り
行
く

程
か
吾
歌
を
批

し

る
る
事
も
稀
ま
れ

と
な
り
し
君

11
・
朝
霧
に
馬
鐵
の
ひ
づ
め
が
聞
え
來
て
君
の
張
り
あ
る
笑
ひ
聲

も

ゆ

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
一
年
六
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

12
・
牛

配

を
し
て
育
ち
た
る
吾
な
る
に
「
お

さ
ん
ね
」
と

言
ふ
友
が
あ
り

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
一
年
七
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

13
・
わ
れ
が
父
を
愛
す
る
氣
持
の
曲
折
は
心
理
學
敎
科
書
に
簡

に
分
類
さ
れ
て
あ
り
ぬ

「
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
会
報
」
第
一
六
号
（
一
九
五
一
年
五
月
二
七
日
）

床
頭
の
洗
面
器
を
鳴
ら
し
て
母
を
呼
ぶ
吾
が
細
き
手
を
君
が
見

て
ゐ
る

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
一
年
八
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

14
・
床
頭
の
洗
面
器
を
叩
き
て
母
を
呼
ぶ
吾
が
細
き
手
を
君
が
見

て
ゐ
る

「
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
会
報
」
第
一
八
号
（
一
九
五
一
年
七
月
一
五
日
）

機
嫌
と
ら
れ
ゐ
る
と
知
り
つ
つ
機
嫌
よ
く
振
舞
ひ
し
一
時
間
た

だ
に
疲
れ
ぬ

導
か
れ
つ
つ
叱
ら
れ
つ
つ
来
し
二
年
何
時
し
か
深
く
愛
し
て
居

り
ぬ

（
異
同
な
し
）

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
一
年
九
月
号

其
二

土
屋
文

５
）

明
選

15
・
機
嫌
取
ら
れ
ゐ
る
と
知
り
つ
つ
機
嫌
よ
く
振
舞
ひ
し
一
時
間

唯
に
疲
れ
ぬ
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16
・

か
れ
つ
つ
叱
ら
れ
つ
つ
來
し
二
年
何
時
し
か
深
く
愛
し
て

居
り
ぬ

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
一
年
一
〇
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

17
・
愬
へ
た
き
想
ひ
に
ベ
ツ
ド
に
待
ち
ゐ
れ
ば
汗
拭
ひ
つ
つ
君
入

り
來
る

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
一
年
一
一
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

18
・
部
屋
中
に
便
器
使
ふ
は
か
く
迄
も
淋
し
き
も
の
と
思
は
ざ
り

き
に

「
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
会
報
」
第
二
〇
号
（
一
九
五
一
年
九
月
一
六
日
）

下
着
も
着
物
も
み
な
姉
の
古
を
着
て
露
草
乱
る
る
土
手
に
逢
ひ

ゐ
る

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
一
年
一
二
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

19
・
下
着
も
着
物
も
姉
の
古
を
着
て
露
草

る
る
土
手
に
逢
ひ
ゐ

る

「
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
月
報
」第
二
一
号（
一
九
五
一
年
一
〇
月
二
一
日
）

相
病
め
ば
何
時
迄
続
く
幸さち
な
ら
む
唇くち
合
は
せ
つ
つ
泪
滾こぼ
れ
き

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
二
年
一
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

20
・
相
病
め
ば
何
時
迄
續
く
幸さち
な
ら
む
唇くち
合
は
せ
つ
つ
泪
こ
ぼ
れ

き

「
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
月
報
」第
二
三
号（
一
九
五
一
年
一
二
月
一
六
日
）

五
十
才
の
社
長
夫
人
に
何
時
も
い
つ
も
コ
ー
ヒ
ー
を
奢
ら
れ
て

ゐ
る
あ
な
た
は
嫌
ひ

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
二
年
二
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

21
・
五
十
歳
の
社
長
夫
人
に
何
時
も
何
時
も
コ
ー
ヒ
ー
を
奢
ら
れ

て
ゐ
る
あ
な
た
は
嫌
ひ

22
・
母
一
人

冷

を

べ
て
ゐ
る
そ
れ
で
は

し
い
夕
餉
と
な

ら
ぬ
の
に

※
21
は
の
ち
、『
道
あ
り
き
』
二
三
章
で
引
用
。

「
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
月
報
」
第
二
四
号
（
一
九
五
二
年
一
月
二
〇
日
）

仰
向
き
し
ま
ま
に
紅
刷
く
和
田
さ
ん
を
泉
さ
ん
が
手
鏡
で
見
て

ゐ
る
安
静
時
間

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
二
年
三
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

― ―222
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23
・
仰
向
き
し
ま
ま
に
紅
刷
く
和
田
さ
ん
を
泉
さ
ん
が
鏡
で

て

ゐ
る
安
靜
時
間

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
二
年
四
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

24
・
喘
鳴
が
漸
く
收
ま
り
し
君
の
胸
に
三
十
秒
程
抱
か
れ
別
れ
來

り
ぬ

「
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
月
報
」
第
二
七
号
（
一
九
五
二
年
四
月
二
四
日
も

し
く
は
二
〇
日
）

相
病
み
て
こ
の
ま
ま
果
つ
べ
し
一
度
で
も
君
に
抱いだ
か
れ
臥
た
し

と
想
ふ

天
理
教
の
本
よ
り
読
ま
ぬ
母
の
こ
と
夜
半
の
目
ざ
め
に
思
ひ
て

ゐ
た
り

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
二
年
六
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

25
・
相
病
み
て
こ
の
ま
ま
果
つ
べ
し
一
度
で
も
君
に
抱いだ
か
れ
臥
し

た
し
と
思
ふ

26
・
天
理
敎
の
本
よ
り
讀
ま
ぬ
母
の
こ
と
夜

の
目
醒
め
に
想
ひ

て
ゐ
た
り

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
二
年
七
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

27
・
平
和
よ
り
も
獨
立
よ
り
も
君
が
病

は
吾
が
關
心
事
の
第
一

に
し
て

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
二
年
八
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

28
・
離
れ
病
む
君
に
書
く
時
化
粧
す
る
慣
ひ
は
何
時
の
頃
よ
り
な

ら
む

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
二
年
一
〇
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

29
・
英
語
多
く
混
へ
て
語
る
あ
な
た
の
平
和
論
そ
れ
は

誌
「
世

界
」
で
私
も
讀
み
ま
し
た

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
二
年
一
一
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

30
・
萩
群
る
る
彼
方
に
牛
が
移
り
行
き
夕
陽
の
丘
に
二
人
の
み
な

り
き

「
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
月
報
」第
三
三
号（
一
九
五
二
年
一
〇
月
一
七
日
）

「
異
性
へ
の
伝
道
は
む
づ
か
し
い
で
す
」五
十
五
才
の
西
村
先
生

の
言
葉
忘
れ
ら
れ
ず
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「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
二
年
一
二
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

31
・「
異
性
へ
の
傳

は
む
づ
か
し
い
で
す
」五
十
五
歳
の
西
村
先

生
の
言
葉
忘
れ
ら
れ
ず

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
三
年
一
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

32
・
愛

か
は
た
慾

か
荒
々
と
抱
き
給
へ
ば
吾
は
淋
し
き

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
三
年
三
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

33
・
あ
あ
逢
ひ
度
し
と
ギ
プ
ス
の
中
に
臥
し
て
ゐ
ぬ
あ
の
廊
下
を

曲
れ
ば
君
の
病
室
な
の
に

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
三
年
四
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

34
・
何
氣
な
く
ギ
プ
ス
ベ
ツ
ド
を
叩
き
居
し
に
氣
づ
き
て
俄
か
に

淋
し
く
な
り
ぬ

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
三
年
六
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

35
・
手

前
は
も
つ
と
優
し
か
つ
た
と
思
ひ
乍
ら
細
く
な
つ
た
君

の
手
を
取
る

・

６
）

札
幌

堀
田
綾
子

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
三
年
八
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

36
・
君
と
ゐ
て
な
ほ
も
淋
し
き
こ
の
夕
べ
聖
句
幾
つ
か
胸
に

び

來

・
札
幌

堀
田
綾
子

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
三
年
九
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

37
・
淫
賣
も
乞

も

も

に
居
き
今
と
變
ら
ず
キ
リ
ス
ト
の

時
代
も

・
札
幌

堀
田
綾
子

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
三
年
一
一
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

38
・
ベ
ツ
ド
よ
り
ず
り
落
ち
さ
う
な
吾
が
蒲
團
を
直
し
て

り
給

ひ
し
が
最
後
と
な
り
ぬ

・
札
幌

堀
田
綾
子

※
の
ち
、『
道
あ
り
き
』
三
七
、
四
〇
章
で
引
用
。

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
四
年
四
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

39
・
何
を
語
り
し
か
記
憶
も
大
方
薄
れ
た
れ
ど
軽
石
多
か
り
き
斜

里
の

岸

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
四
年
六
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

40
・
病
む
友
の
一
人
一
人
の
名
を
呼
び
て

る
聖
畫
の
下
に
臥
す
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日
々

※
の
ち
、『
道
あ
り
き
』
四
四
章
で
引
用
。

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
四
年
七
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

41
・
繰

し

去
すぎゆき

の
み
を
想
ふ
日
々
病
み
て
老
い
た
る
如
く
な
り

し
か

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
四
年
八
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

42
・
し
つ
か
り
と
抱
き
合
ひ
て
居
り
た
る
に
君
の
み

に

に
逝

き
た
り

43
・
雲
ひ
と
つ
流
る
る
五
月
の

を
見
れ
ば
君
逝
き
し
と
は
信
じ

が
た
し

※
43
は
の
ち
、『
道
あ
り
き
』
四
三
章
で
引
用
。

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
四
年
九
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

44
・
君
死
に
て
淋
し
い
だ
け
の

日
な
の
に
生
き
ね
ば
な
ら
ぬ
か

ギ
プ
ス
に
臥
し
て

45
・
君
逝
き
て
日
を
經
る
に
つ
れ
淋
し
け
れ
今
朝
は
初
め
て
郭
公

が
鳴
き
た
り

※
二
首
と
も
、
の
ち
、『
道
あ
り
き
』
四
三
章
で
引
用
。

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
四
年
一
〇
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

46
・
君
が
形
見
の
丹
前
に
刺
し
あ
り
し
爪
楊
枝
を
見
れ
ば
泪
の
と

ま
ら
ざ
り
け
り

47
・
耳
の
中
に
流
れ
し
泪
を
拭
ひ
つ
つ

新
た
な
る
泪
溢
れ
來
つ

※
二
首
と
も
、
の
ち
、『
道
あ
り
き
』
四
三
章
で
引
用
。

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
四
年
一
一
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

48
・
闇
中
に
眼
開
き
て
吾
は
居
り
ひ
よ
つ
と
し
て
亡
き
君
が
現
は

れ
て
く
れ
る
か
も
知
れ
ず

※
の
ち
、『
道
あ
り
き
』
で
四
三
章
で
引
用
。

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
四
年
一
二
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

49
・

か
き
君
の
手
と
感
じ
つ
つ
醒
む
醒
む
れ
ば
あ
あ
五
ヶ
月
前

に
君
は
死
に
ゐ
き

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
五
年
一
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

50
・
原
罪
の
思
想
に

き
下
さ
れ
し
亡
き
君
の
激
し
き
め

を
想
ひ

― ―219

（

）
八

北海学園大学人文論集 第57号(2014年８月)



ゐ
つ

51
・
山
鳩
の
鳴
き
ゐ
る
夕
の
丘
な
り
き
跪
き
イ
エ
ス
に
共
に

り

き
※
二
首
と
も
、
の
ち
、『
道
あ
り
き
』
四
三
章
で
引
用
。

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
五
年
二
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

52
・
幼
子
を
撫
づ
る
如
く
に
吾
が
頭
を
撫
で
て
病
室
を
出
で
て
行

く
父

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
五
年
三
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

53
・
妻
の
如
く
想
ふ
と
吾
を
抱
き
く
れ
し
君
よ
君
よ

り
來
よ
天

の
國
よ
り

※
の
ち
、『
道
あ
り
き
』
四
三
、
五
一
章
で
引
用
。

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
五
年
四
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

54
・
丘
に
佇
ち
君
に
撮
さ
れ
ゐ
し
時
も
こ
ん
な
に
淋
し
い

を
し

て
ゐ
た
の
か

同
号

７
）

其
三

55
・
君
の
寫
眞
に
供
へ
し
蜜
柑
を
下
げ
て
喰
ぶ
る
か
か
る
淋
し
さ

は
想
ひ
み
ざ
り
き

※
の
ち
、『
道
あ
り
き
』
四
三
章
で
引
用
。

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
五
年
五
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

56
・
握
手
し
て
別
れ
て
行
け
ば
君
は

君
の
生
活
に

り
ゆ
く
べ

し

同
号

其
三

57
・
癩
園
の
人
ら
の
爲
に

り
つ
つ
逝
き
し
て
ふ
死
刑
囚
君
の
最

期
を
聞
き
ぬ

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
五
年
六
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

58
・
さ
ま
ざ
ま
の
苦
し
み
の
果
て
に
知
り
し
君
そ
の
君
も
僅
か
五

年
に
て
逝
き
ぬ

同
号

其
三

59
・
キ
リ
ス
ト
村
よ
り

き
し
卵
を
一
つ
一
つ
掌て
に
載
せ
て
ゐ
き

ギ
プ
ス
に
臥
し
て

60
・
冷
淡
に
交
は
り
乍
ら
兄
弟
姉
妹

きやうだいしまい
と
呼
ぶ
な
り
ク
リ
ス
チ
ヤ
ン

わ
れ
ら
の
世
界

※
58
は
の
ち
、『
道
あ
り
き
』
四
三
章
で
引
用
。

― ―218

（

）
九

資料紹介 三浦（堀田）綾子の「アララギ」掲載歌 (田中・池田)



「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
五
年
七
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

61
・
コ
ル
セ
ッ
ト
を
着
て
漸
く
に
立
つ
吾
を
亡
き
君
の
寫
眞
が
見

て
ゐ
て
下
さ
る

同
号

其
三

62
・
椅
子
よ
り
立
ち
て
何
か
云
は
む
と
す
る
表

し
ば
ら
く
に
し

て

坐
り
た
り

63
・
平
靜
に
平
靜
に
と
振
舞
へ
ど
夏
み
か
ん
の
皮
を
む
く
時
指
が

ふ
る
へ
き

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
五
年
八
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

64
・
君
が
逝
き
し
午
前
一
時
を
廻
ら
ね
ば
睡
ら
れ
ぬ
慣
ひ
に
一
年

ぎ
つ

65
・
女
よ
り
も
優
し
き
人
と
云
は
る
れ
ど
主
張
曲
げ
し
事
は
君
に

な
か
り
き

※
64
は
の
ち
、『
道
あ
り
き
』四
五
章
で
、
65
は
同
四
三
章
で
引

用
。

同
号

其
三

66
・
齋
藤
茂
吉
の

筆
を

り
く
れ
し
君
ド
イ
ツ
語
は
皆
欄
外
に

譯
し
下
さ
れ
て
ゐ
き

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
五
年
九
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

67
・
五
年
ぶ
り
に
て
下
駄
を
履
き
に
き
土
の
上
に
あ
あ
生
き
て
わ

た
し
は
立
つ
て
ゐ
る

68
・
靑
く

く
ビ
ニ
ー
ル
の
布
を
胸
に
敷
き
膳
を
待
ち
居
れ
ば
郭

公
の
聲

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
五
年
一
〇
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

69
・
苺
ジ
ュ
ー
ス
を
一
口

み
て
さ
り
げ
な
く
話
題
を
變
へ
し
に

氣
づ
き
て
居
り
ぬ

同
号

其
三

70
・
亡
き
君
の
澄
み
た
る

を
想
ひ
つ
つ
人
に
手
を
取
ら
れ
吾
が

ゐ
た
り
け
り

71
・
年
下
の
君
に
優
し
く
も
の
言
ひ
て
吾
の
心
の
落
着
き
て
ゆ
く

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
五
年
一
一
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

72
・
獨

よ
り
見
た
る
花
火
の
美
し
く
悲
し
か
り
し
と
書
き
て
來

り
ぬ

同
号

其
三

73
・
胸
に
載
せ
て

ぶ
る
四
年
に
吾
が

肉
づ
き
て
ま
ろ
く
ま
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ろ
く
な
り
た
り

74
・
四
年
振
り
に
聞
く
叔
父
の
聲
暫
し
し
て
吾
を
見
舞
は
ず

り

行
き
た
り

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
五
年
一
二
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

75
・

く
な
つ
て

子
さ
ん
を
見
て
ゐ
る
君
の

を
わ
た
し
は

か
ら
じ
つ
と

て
ゐ
る

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
六
年
一
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

76
・
生
け
る
ご
と

笑
む
寫
眞
の
君
に
向
ひ
話
し
か
け
ゐ
し
吾
に

氣
づ
き
ぬ

同
号

其
三

77
・
素
直
な
少
年
と
云
は
る
る
汝
の
や
す
や
す
と
噓
つ
く
事
を
臥

す
吾
は
知
る

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
六
年
二
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

78
・
ど
の

な
未
來
と
な
る
か
は
わ
か
ら
ね
ど
二
人
の
み
に

ず

る
言
葉
も
出
來
ぬ

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
六
年
三
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

79
・
苦
し
み
て

歪
む
れ
ば
君
も
同
じ
表

を
し
て
吾
を
見
守
る

同
号

其
三

80
・
受
話
器
を
耳
に

く
押
し
當
て
て
今
ぞ
聞
く
遙
な
る
菅
原
先

生
の
張
り
あ
る
御
聲

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
六
年
四
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

81
・
わ
が
傍
ら
に
版
畫
を
刷
り
て
ゐ
し
君
が
不
意
に
獨
り
ご
と
を

言
ひ
給
ふ
な
り

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
六
年
五
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

82
・
伸
ば
し
か
け
し

に
手
を
や
る
少
年
の
思
ひ
が
け
な
く
淋
し

き

に
會
ひ
ぬ

同
号

其
三

83
・
肉
厚
き
君
が
手
を
双
手
に
は
さ
み
つ
つ

ぐ
心
を
押
し
鎭
め

ゐ
つ

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
六
年
六
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

84
・
次
々
と

き
言
葉
を
吐
く
彼
の
時
に
自
信
な
き
表

と
な
る
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を
吾
が
見
つ

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
六
年
七
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

85
・
洗
濯
を

へ
た
る
汝
の
寄
り
來
れ
ば
粧
は
ぬ
頰
が
か
す
か
に

匂
ふ

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
六
年
八
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

86
・
夢
に
さ
へ
君
は
死
に
ゐ
き
君
の
亡

を
抱
き
し
め
て
あ
あ
吾

も
死
に
ゐ
き

同
号

其
三

87
・
父
母
に

し
て
血
を
喀
く
こ
の
夜
の
部
屋
の

氣
は
蒼
く
見

ゆ
る
も

※
86
は
の
ち
、『
道
あ
り
き
』四
三
章
で
引
用
。
87
は
同
四
六
章

で
引
用
。

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
六
年
九
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

88
・

ら
む
と
組
み
た
る
吾
が
手
の
熱
く
し
て
今
日
一
日
の
罪
甦

る

同
号

其
三

89
・

め
に
行
く
者
な
き
吾
が
家
の

き

そ
れ
よ
り
更
に

く

吾
が

ぶ

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
六
年
一
〇
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

90
・

子
で
は
な
い
か
と
疑
ひ
し
少
女
に
て
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
イ

の
名
を
知
り
初
め
き

同
号

其
三

91
・
わ
が
母
に
優
し
き
言
葉
か
け
給
ふ
君
の
傍
へ
に

ぐ
み
ゐ
つ

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
六
年
一
二
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

92
・
ギ
プ
ス
ベ
ッ
ド
に
臥
す
の
み
に
し
て
吾
の
手
の
一
日

れ
ば

い
た
く
汚
れ
つ

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
七
年
一
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

93
・

る
こ
と
歌
詠
む
こ
と
を
敎
へ
給
ひ
吾
を

し
て
逝
き
給
ひ

た
り

同
号

其
三

94
・
ギ
プ
ス
ベ
ッ
ド
に
五
年
臥
し
來
て
吾
が
首
の
曲
ら
ざ
る
ま
ま

癒
え
て
ゆ
く
ら
し
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95
・
美
し
き
雄
鹿
の
聲
の

を
ひ
と
り

き
ゐ
つ
ギ
プ
ス
の
冷

ゆ
る
夜

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
七
年
二
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

96
・
朱
き

下
げ
た
る
被
布
を
着
て
行
き
し
小
學
校
入
學
式
を
想

ひ
い
で
ゐ
つ

同
号

其
三

97
・
敎
會
の

り
に
寄
り
給
ひ
臥
す
吾
の
傍
へ
に
君
は
辨
當
を
開

く

98
・
散

す
る
爲
に
と
買
ひ

れ
し
紫
の
草
履
を
仕
舞
ひ
て
今
年

も
臥
し
ぬ

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
七
年
四
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

99
・
笑
ふ
如
く
笑
は
ぬ
如
く
寫
り
居
り
何
と

昧
な
表

の
わ
た

し
か

同
号

其
三

100
・
炭
塵
に
濁
れ
る
川
の
流
る
る
街
神
威
か
も
ゐ

の
二
年
は
唯
に
戀
し
き

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
七
年
五
月
号

其
三

101
・
兩
膝
を
固
く
揃
へ
て
坐
る
吾
の

の

れ
を
直
し

る
る
君

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
七
年
六
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

102
・
病
院
の

な
匂
ひ
が
す
る
と
言
ふ
吾
が
部
屋
の
匂
ひ
に
吾
は

氣
づ
か
ず

同
号

其
三

103
・
湯
の
た
ぎ
る

か
耳
鳴
り
か
わ
か
ら
ぬ
を
儚
が
り
つ
つ
靜
臥

に
入
り
ぬ

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
七
年
七
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

104
・
死
ん
だ
と
ば
か
り
思
つ
て
ゐ
ま
し
た
と
亡
き
君
の
手
を
取
り

泣
き
し
時
そ
の
時
覺
め
ぬ

105
・「
信
仰
で
頑
張
れ
」と

言
し
給
ひ
し
君
よ
わ
た
し
は
人
を
愛

し
ま
し
た

同
号

其
三

106
・
友
が
多
し
と
羨
ま
る
れ
ど
健
か
な
頃
は
一
人
の
友
も
な
か
り

き

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
七
年
八
月
号

其
二

土
屋
文
明
選
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107
・
愛
想
が
よ
き
故
商
人
に
向
く
と
言
は
れ
今
日
の
一
日
は
い
た

く
寂
し
き

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
七
年
九
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

108
・
土
に
寫
れ
る
自
分
の
影
を
し
み
じ
み
と
み
つ
め
る
こ
と
な
ど

何
年
ぶ
り
か

同
号

其
三

109
・
君
の
バ
イ
ク
の

か
も
知
れ
ぬ
と
待
ち
て
居
り
ギ
プ
ス
の
中

に
身
を
固
く
し
て

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
七
年
一
〇
月
号

其
三

110
・
前

の
垂
る
れ
ば
忽
ち
亡
き
君
に
よ
く
似
る
君
を
吾
は
愛
し

ぬ

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
七
年
一
一
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

111
・
あ
し
た

く
朝

の
つ
ぼ
み
を
數
へ
居
り
ど
こ
か
で
オ
ル

ゴ
ー
ル
の
鳴
つ
て
ゐ
る
午
後

同
号

其
三

112
・
襖
の
か
げ
よ
り
君
現
は
れ
よ
君
よ
君
よ
癒
え
て
綾
子
が
訪
ね

來
り
し
に

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
七
年
一
二
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

113
・
幸
福
さ
う
に
君
と
並
び
て
寫
り
ゐ
る
吾
の
笑

に
寂
し
く
な

り
ぬ

同
号

其
三

114
・
鉢
の
葉

を
一
枚
一
枚
拭
ひ
居
て
不
意
に
た
ち
來
る
君
の
面

影

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
八
年
一
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

115
・

り
あ
る
學
生
姿
の
亡
き
君
の
寫
眞
を
何
處
の
子
か
と
訊
か

れ
ぬ

同
号

其
三

116
・
骨
の
如
し
と
云
は
れ
し
細
き
己
が
手
を
泡
立
つ
ク
レ
ゾ
ー
ル

に
靜
か
に
浸
た
す

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
八
年
二
月
号

其
三

117
・

み
た
る
外
に
氣
づ
き
て
父
と
母
の
臥
れ
る
部
屋
に
灯
を
つ

け
に
行
く
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118
・
十
一
月
十
六
日
四
度
よ
た
び

め
ぐ
り
來
ぬ
雪
の
か
の
日
が
最
後
な
り

に
き

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
八
年
三
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

119
・

え
ま
な
く
か
か
る
電
話
に
そ
れ
ぞ
れ
に
聲
使
ひ
わ
く
る
を

臥
し
て

き
ゐ
つ

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
八
年
四
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

120
・
雪
の
中

り
行
く
君
振

り
少
年
の
如
く
高
く
手
を
上
ぐ

同
号

其
三

121
・

線
放
さ
ず
見
つ
め
給
ふ
を
蔑さげすみ
の
ま
な
ざ
し
と
の
み
吾
は

思
ひ
き

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
八
年
五
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

122
・
君
に
似
し
人
を
君
と
間

へ
し
事
が
暫
し
し
て
悲
し
み
と
な

る

同
号

其
三

123
・
へ
ば
り
つ
き
し
如
く
動
か
ぬ

の
雲
何
か
が
こ
れ
か
ら
始
ま

る
如
く
思
へ
り

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
八
年
六
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

124
・
粉
ミ
ル
ク
湯
に
と
け
ゆ
く
を
待
ち
乍
ら
忘
れ
た
き
こ
と

思

ひ
ゐ
つ

125
・
平
凡
な
事
を
平
凡
に
詠
ひ
つ
つ
學
び
し
は
眞
實
に
生
き
る
と

い
ふ
こ
と

同
号

其
三

126
・
早
く
死
に
た
し
と
ふ
口
癖
は
同
じ
に
て
不
倖
せ
な
姉
は
四
十

八
歳
と
な
り
ぬ

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
八
年
七
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

127
・
癒
え
ぬ
ま
ま
果
つ
る
か
癒
え
て
孤
獨
な
る
老
い
に
耐
へ
る
か

吾
の
未
來
は

128
・
人
間
は
日
々
に
老
い
行
く
者
と
あ
る
化
粧
品
の
記
事
を
讀
み

し
ゐ
つ

同
号

其
三

129
・
酢
の
匂
ふ

を
あ
ふ
ぎ
つ
つ
今
宵
わ
が
告
ぐ
べ
き
事
を
思
ひ

ぬ

130
・
日
の
沈
む
位
置
の
移
り
を
記
す
の
み
か
か
る
平
凡
な
る
わ
が

日
記
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「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
八
年
八
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

131
・
癒
や
さ
れ
て
吾
が
出
で
て
來
し
街
中
に
路
に
苗
木
賣
る
店
が

續
け
り

同
号

其
三

132
・

の
實
に
て
作
り
し
鈴
を
鳴
ら
し
つ
つ
朝
の
目
覺
め
を
暫
し

ゐ
た
り
き

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
八
年
九
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

133
・
人
よ
り
も

か
き
手
を
持
つ
自
が
手
の
細
く
蒼
き
を
し
み
じ

み
と
見
つ

134
・
年
上
の
病
め
る
女
を
愛
す
る
は
寂
し
き
事
と
思
ひ
給
は
ず
や

君

同
号

其
三

135
・
君
の
御
骨
を
守
る
御
堂
み
だ
う

の
カ
ー
テ
ン
に

の
當
れ
る
を
さ
び

し
み
て
見
つ

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
八
年
一
〇
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

136
・
花
の

く
こ
と
な
く

る
ダ
リ
ヤ
を
ば
朝
あ
さ

に
立
ち
て

見
る
か
も

同
号

其
三

137
・
パ
ル
プ
廢
液
の
酸
ゆ
き
匂
ひ
は
同
じ
に
て
牛
朱
別

ウ
シ
ユ
ベ
ツ

川
に
八
年

ぶ
り
に
來
つ

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
八
年
一
一
月
号

其
三

138
・
八
百
屋
の
前
に
西
瓜
を
降
し

る
ま
で
朝
の
屋
上
に
吾
は
見

て
居
り

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
九
年
一
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

139
・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
壁
に
も
た
れ
て
ボ
タ
ン
押
し
夜
の
屋
上
に

獨
り
昇
り
行
く

同
号

其
三

140
・
相
共
に

る
午
後
九
時
縫
ひ
か
け
の
布
を
た
た
み
て
灯
を

し
に
け
り

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
九
年
二
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

141
・
法
事
よ
り
持
ち

り
た
る
も
の

べ
て
わ
れ
ら
四
人
の
夕

は

り
ぬ

同
号

其
三
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142
・
君
の
兄
上
の
バ
イ
ク
に

ら
れ
て
ゐ
る
今
が
倖
せ
と
い
ふ
も

の
か
も
知
れ
ず

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
九
年
三
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

143
・「
さ
や
う
な
ら
な
ど
と
言
は
な
い
で
」と
書
き
あ
れ
ば
た
や
す

く
崩
る
る
吾
が
心
か
な

同
号

其
三

144
・
吹
き
つ
く
る
雪
に

ら
ひ

み
行
く
君
と
初
め
て
街
に
出
で

來
て

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
九
年
四
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

145
・
拍
手
さ
れ
て
ゐ
る
わ
た
し

婚
約
の
し
る
し
の
聖
書
を
取
交

し
つ
つ

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
九
年
五
月
号

其
三

146
・「
夫
に
は
主
の
如
く
仕
へ
よ
」と
ふ
聖
句
あ
り
て
朱
線
太
く
印

し
て
讀
み
ぬ

147
・
あ
ざ
や
か
に
林
檎
の
皮
を
む
き
給
ふ
君
は
如
何
な
る
夫
と
な

る
ら
む

同
号

８
）

其
四

土
屋
文
明
選

148
・
い
つ
來
て
も
人
氣
な
き
北
大
病
院

室
の
石
の
長
椅
子
に
腰

を
下
ろ
し
ぬ

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
九
年
六
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

149
・
信
仰
の
歌
作
ら
ぬ
を
指
摘
さ
れ
歌
作
る
こ
と
少
な
く
な
り
ぬ

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
九
年
七
月
号

其
三

150
・
未
だ
芽
吹
か
ぬ
ア
カ
シ
ヤ
に
寄
り
て
目
を
つ
む
る
か
く
れ
ん

ぼ
の
鬼
の
わ
た
し
は

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
九
年
一
〇
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

※
こ
の
号
か
ら
「
三
浦
綾
子
」
名
。

151
・
浴
衣
着
て
共
に

め
ば
し
み
じ
み
と
結
婚
し
た
る
吾
等
と
思

ふ

152
・
ひ
る

る
を
罪
の
如
く
に
思
ひ
つ
つ
臥
す
哀
れ
さ
を
嫁
ぎ
て

知
り
ぬ

同
号

其
三

153
・
幾
度
いくたび

か
夕
茜
雲
を
振
り
仰
ぎ
夫
に
寄
り
添
ひ

り
來
り
ぬ
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154
・
病
む
吾
の
手
を
握
り
つ
つ
眠
る
夫
眠
れ
る

も
優
し
と
思
ふ

※
151
・
152
は
の
ち
、『
こ
の
土
の
器
を
も
』
四
章
で
引
用
。
153
は

同
一
一
章
で
引
用
。

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
九
年
一
一
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

155
・
病
む
夫
の
傍
へ
に
坐
り
思
ふ
こ
と
夫
知
ら
ぬ

去
の
私
の
こ

と

同
号

其
三

156
・
電
氣
器
具
の
揃
へ
る
厨
に
働
き
て
あ
る
時
さ
び
し
と
思
ふ
こ

と
あ
り

157
・
父
母
の
晝

し
て
ゐ
る
家
に
來
て
用
な
き
電
話
を
吾
は
か
け

ゐ
つ

※
155
は
の
ち
、『
こ
の
土
の
器
を
も
』
一
一
章
で
引
用
。

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
五
九
年
一
二
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

158
・
結
婚
後
も
變
る
事
な
き
寂
し
さ
に
十
年
續
け
し
日
記
を
や
め

ぬ

同
号

其
三

159
・
い
さ
さ
か
の
事
に
諍
ひ
し
を
思
ひ
つ
つ
常
よ
り
忙
し
く
立
ち

働
き
ぬ

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
六
〇
年
一
月
号

其
三

160
・
病
む
夫
を
一
人

し
て
眞
ひ
る
ま
の
街
に
出
で
來
つ
風
に
吹

か
れ
て

※
の
ち
、『
こ
の
土
の
器
を
も
』
一
一
章
で
引
用
。

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
六
〇
年
二
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

161
・
夫
の

を
兩
手
に
抱
き
て
く
ち
づ
け
ぬ
共
に
短
き
命
と
想
へ

ば
※
の
ち
、『
こ
の
土
の
器
を
も
』
一
一
章
で
引
用
。

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
六
〇
年
三
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

162
・
部
屋
中
に
行
き
交
ふ
度
に
抱
き
く
る
る
夫
よ
今
日
は
あ
な
た

も
寂
し
い
の
か

同
号

其
三

163
・
暗
き

吹
き
つ
け
る
雨
猫
の
聲
十
年
前
の
自
殺
未

の
夜
の

印
象

164
・
白
魚
の

な
な
ど
と
古
風
な
る
表
現
を
し
て
手
を
求
め
來
る
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男
な
り

※
162
は
の
ち
、『
こ
の
土
の
器
を
も
』
一
一
章
で
引
用
。

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
六
〇
年
四
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

165
・

來
る
と
別
れ
し
も
の
を
何
故
に
逝
き
し
君
よ
君
の
葬
式
に

わ
た
し
は
行
か
な
い

同
号

其
三

166
・
首
曲
げ
て
み
つ
む
る
夫
の
表

の
亡
き
君
に
似
る
を
今
日
は

怖
れ
つ

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
六
〇
年
五
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

167
・

い

色
い
空
が
鏡
に
寫
り
ゐ
て
事
多
か
り
し
今
日
も
暮
れ

た
り

同
号

其
三

168
・
ラ
イ
ラ
ッ
ク
の
蔭
に
寫
り
て
ゐ
る
二
人

を
生
き
の
び
て

の
ち
に
死
に
た
り

169
・
機
關
銃
と

車
の
ポ
ス
タ
ー
を
バ
ッ
ク
に
し
吾
ら
敎
員
二
十

一
名
の
寫
眞
あ
り

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
六
〇
年
六
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

170
・
金
持
に
金
貸
し
貧
乏
人
に
金
貸
さ
ぬ
こ
ん
な
世
の
仕
組
み
さ

へ
知
ら
ず
生
き
來
ぬ

同
号

其
三

171
・
雪
の
上
に
雨
降
る
街
へ
仕
上
り
し
夫
の
着
物
を
取
り
に
出
で

來
つ

172
・
屋
根
裏
の
病
室
に
夫
を
一
人
置
き
雪
ど
け
の

を

り
來
り

ぬ

173
・
今
日
よ
り
は
吾
一
人
暮
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
吾
が
家
の
前
に
來
り

て
佇
み
て
居
り

174
・
こ
の
家
の
中
に
も
う
一
組
の
夫
と
吾
が
ゐ
る

な
氣
が
し
て

暫
し
立
ち
居
り

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
六
〇
年
七
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

175
・
賣
ら
れ
し
馬
路
に
死
に
し
馬
夫
が
語
る
少
年
の
日
の
思
ひ
出

優
し

同
号

其
三

176
・
火
山
灰
地
の
續
く
向
う
に
輝
き
て

上
れ
る
樽
前
山
見
ゆ

177
・
雪
原
と
ま
が
ひ
し
は
銀
色
の
沼
に
し
て
枯
葦
原
を
わ
が
汽
車
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は
行
く

※
175
は
の
ち
、『
こ
の
土
の
器
を
も
』
一
一
章
で
引
用
。

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
六
一
年
一
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

178
・
椎
茸
も
芋
も
大
根
も
裏
山
よ
り
今

り
來
し
を
今

ぶ
る

９
）

な
り

歌
集
未
収
録
歌
八
首
の
図
版

作
者
名
の
後
に
作
品

①「アララギ」一九五一年六月号
本稿での歌番号は「12」（四頁)

― ―207

②「アララギ」一九五八年六月号
本稿での歌番号は「126」（一五頁) （

）
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④「アララギ」一九六〇年六月号
本稿での歌番号は「171」～「174」（一九頁)

③「アララギ」一九五八年七月号
本稿での歌番号は「127」「128」（一五頁)

（

）

二
一

資料紹介 三浦（堀田）綾子の「アララギ」掲載歌 (田中・池田)



注

１
）
「
資
料
紹
介
「
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
会
々
報
」
目
次
一
覧
」（
活
水
学
院

日
本
文
学
会
「
活
水
日
文
」
二
四
号
、
一
九
九
二
年
三
月
）、「「
旭
川

ア
ラ
ラ
ギ
会
々
報
」
に
お
け
る
三
浦
綾
子
の
短
歌
そ
の
他
」（
活
水
女

子
大
学
・
短
期
大
学
「
活
水
論
文
集
」
三
六
号
、
一
九
九
三
年
三
月
）。

本
稿
の
「
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
会
々
報
」
及
び
誌
名
変
更
後
の
「
旭
川
ア
ラ

ラ
ギ
会
報
」「
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
月
報
」
の
短
歌
は
、
右
か
ら
の
引
用
で

あ
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
短
歌
は
の
ち
、
漢
字
表
記
を
改
め
て
上
出
恵

子
氏
の
『
三
浦
綾
子
研
究
』（
双
文
社
出
版
、
二
〇
〇
一
年
）
に
収
録

さ
れ
て
い
る
。

２
）

具
体
的
に
は
、
12
、
126
〜
128
、
171
〜
174
の
歌
で
あ
る
。
巻
末
に
、

図
版
で
示
し
て
お
い
た
。

３
）

た
と
え
ば
、
初
版
で
あ
る
『
道
あ
り
き
｜

わ
が
青
春
の
記

｜

』（
主
婦
の
友
社
、
一
九
六
九
年
一
月
三
一
日
発
行
）と
、
普
及
版

で
あ
る
文
庫
版
『
道
あ
り
き
（
青
春
編
）』（
新
潮
文
庫
、
一
九
八
〇
年

発
行

本
稿
で
は
一
九
九
九
年
六
月
二
〇
日
発
行
の
四
九
刷
を
使

用
）
を
比
べ
る
と
、
旧
か
な
・
旧
漢
字
を
新
か
な
・
新
漢
字
に
直
し
た

り
、
ル
ビ
な
ど
に
異
同
が
見
ら
れ
る
。
ル
ビ
は
お
そ
ら
く
読
者
に
配
慮

し
て
ふ
っ
た
も
の
も
あ
る
の
だ
ろ
う
。

４
）
「
其
二

土
屋
文
明
選
」
は
、
全
国
の
会
員
が
葉
書
に
五
首
（
の

ち
に
三
首
）以
内
を
書
い
て
投
じ
、
選
出
さ
れ
る
欄
で
あ
る
。
三
首
〜

一
首
が
採
ら
れ
、
当
初
、
掲
載
順
は
土
屋
文
明
の
選
歌
眼
に
か
な
っ
た

順
序
で
あ
っ
た
。
こ
の
号
で
堀
田
綾
子
は
二
首
採
ら
れ
、
し
か
も
、
七

六
八
人
中
八
六
番
目
の
掲
載
で
あ
り
、
新
人
な
が
ら
ひ
じ
ょ
う
に
評

価
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

５
）

こ
の
号
以
降
、
地
域
別
の
掲
載
順
と
な
っ
た
。
の
ち
、
二
首
掲
載

に
つ
い
て
は
土
屋
文
明
に
よ
る
順
位
づ
け
と
な
っ
た
が
、
一
首
の
場

合
は
地
域
別
の
掲
載
順
と
し
て
定
着
し
た
。

６
）

そ
れ
ま
で
は
「
旭
川

堀
田
綾
子
」
名
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
年
二

月
に
旭
川
日
赤
病
院
か
ら
札
幌
医
科
大
学
附
属
病
院
に
転
院
し
た
た

め
、
六
〜
一
一
月
号
は
「
札
幌
」
の
住
所
表
記
と
な
っ
て
い
る
。

７
）
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
巻
末
の
「
其
三
」
は
、
五
味
保
義
を
中
心
と
す
る

編
集
部
に
よ
る
選
歌
欄
で
あ
っ
た
。
全
国
の
会
員
の
各
六
首
〜
一
首

が
掲
載
さ
れ
、
そ
の
月
の
秀
作
選
と
い
っ
た
印
象
で
あ
る
。
一
九
五
七

年
七
月
号
ま
で
は
、
特
に
選
者
名
の
記
載
は
な
か
っ
た
が
、
同
号
か

ら
、
複
数
の
選
者
名
が
明
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
五
味
保
義
の
ほ

か
、
小
暮
政
次
、
柴
生
田
稔
、
吉
田
正
俊
、
落
合
京
太
郎
ら
が
選
に
あ

た
っ
て
い
た
。

８
）
「
其
四

土
屋
文
明
選
」
欄
は
、「
其
二

土
屋
文
明
選
」
に
投
稿

さ
れ
た
が
、「
頁
数
其
他
の
関
係
で
本
欄
に
の
せ
切
れ
な
か
つ
た
が
、

な
ほ
捨
て
て
し
ま
ふ
の
に
惜
し
い
と
思
は
れ
る
も
の
」（「
ア
ラ
ラ
ギ
」
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一
九
五
九
年
五
月
号
）の
欄
で
、
地
名
記
載
は
な
く
、
作
品
と
氏
名
の

み
小
さ
な
活
字
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

９
）

事
情
は
不
詳
だ
が
、『
三
浦
綾
子
全
集
』
第
一
七
巻
（
主
婦
の
友

社
、
一
九
九
二
年
）
所
収
の
『
共
に
歩
め
ば
』
に
は
、
以
下
の
三
浦
綾

子
「
一
九
六
一
年
」
作
品
三
首
が
未
収
録
で
あ
る
。

椎
茸
も
芋
も
大
根
も
裏
山
よ
り
今
採
り
来
し
を
今
食
ぶ
る
な
り

石
多
き
畑
に
人
は
苦
し
め
ど
四
囲
の
官
林
豊
に
茂
り
ゐ
き

林
間
鉄
道
の
あ
り
た
る
道
と
夫
に
聞
き
明
る
き
林
に
入
り
て
行
く

な
り
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